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全
米
を
か
つ
て
な
い
衝
撃
に
突
き
落
と
し
て
襲
い

か
か
る
、
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ク
映
画

H

「
ア
リ
ゲ

l

タ

l
」
が
、
い
よ
い
よ
日
本
で
公
開
さ
れ
る
。

恐
怖
は
い
つ
も
人
々
の
視
線
の
届
か
な
い
場
所
で

不
気
味
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
い

つ
も
意
外
な
方
角
か
ら
や
っ
て
く
る
の
だ
。
こ
の
作

品
は
、
ア
メ
リ
カ
で
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
、
引
年
最

大
の
シ
ョ
ッ
ク
映
画
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
迫

力
で
、
観
る
者
を
圧
倒
す
る
だ
ろ
う
。

全
米
の
マ
ス
コ
ミ
も
こ
ぞ
っ
て
絶
賛
し
、
「
誰
で
も

ロ
回
は
必
ず
飛
び
あ
が
、
寸
き
な
の

だ
。
い
っ
た
、

う
な
シ
ョ

ジ
警
量
窪
田
一
圃
童
書
雲
一
霊
童
書
室
喜
善
言
雲

仙
叩
・
L

・
A
-

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
紙

側

(
W
-
H
-
m
)

酬
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
だ
。
全
員
が
素
晴
勺
し

剛
い
演
技
を
展
開
、
見
応
え
十
分
。

側
-
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ラ
ン
シ
ン
グ
・
ス
テ

酬
イ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

(
W
-
n
-
U
)

附
ス
ゴ
イ
グ
私
の
一
吉
田
う
こ
と
を
聞
い
て
下

剛
さ
い
。
大
事
な
こ
と
で
す
よ
。
と
て
も

酬
秀
れ
た
作
品
で
す
o
今
ま
で
に
な
か
っ

側
た
ほ
ど
の
驚
き
。
ス
ト
ー
リ
ー
も
ハ
イ

酬
レ
ベ
ル
で
、
出
演
者
の
演
技
も
最
高
。

酬
・
ア
ト
ラ
ン
タ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙

酬

(
m
w
・
日
・M
m
)

州
驚
異
中
の
驚
異
。
少
な
く
と
も
ロ
回
は
、

酬
ど
ん
な
人
で
も
飛
び
あ
が
ら
せ
て
し
ま

馴
う
こ
と
請
合
い
だ
。

鵬
-
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
紙

ニ
の
作
品
に
は
、
か
つ
て
の
シ
ョ
ッ
ク
映
画
に
は
な

い
新
し
い
砂
仕
掛
け
々
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
画
面
か
ら

糧
り
く
る
映
像
の
怖
し
さ
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
耳
で

霊
感
じ
と
れ
な
い
周
波
数
で
恐
怖
心
を
刺
激
す
る
音
が

歪
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
や
映
画

室
ぽ
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
サ
プ
ラ
イ
ミ
ナ
ル
・
カ
ッ
ト

一
潜
在
カ
ッ
ト
)
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
噂
も
あ
る

硬
方
。
こ
れ
は
、
カ
ッ
ト
と
カ
ッ
ト
の
聞
に
ご
く
わ
ず

を
映
像
を
入
れ
、
人
間
の
潜
在
意
識
の
中
に
そ
の
画

面
を
焼
き
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ

ご
に
よ
っ
て
一
種
の
幻
想
を
引
き
起
ニ
し
、
恐
怖
心
を

項
幅
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
映
画
を
製
作
し
た
グ
ル

l

フ
・
ワ
ン
・
フ
ィ
ル

ム
ズ
は
、
そ
の
件
に
関
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
避
け
て
い

る
。
し
か
し
上
映
劇
場
に
対
し
て
「
上
映
後
、
す
ぐ
に

は
観
客
を
場
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
」
と
要
請
を
出
し

た
と
い
う
。

高
宮
蚕

g
a
s一
田
昌
一
回

g
g扇
一

(
m
w・
日
・
お
)

「
ア
リ
ゲ
l
タ
l
」
は
傑
作
/
登
場
人

物
の
描
写
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
丁
寧
さ
と

い
い
実
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

-
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ

l

ン
紙

(
羽
・
日
・
幻
)

効
果
的
な
シ
ョ
ッ
ク
。
映
画
が
表
現
し

得
る
サ
ス
ペ
ン
ス
の
法
則
に
忠
実
に
従

い
、
テ
ン
ポ
の
早
さ
も
充
分
満
足
さ
せ

る
。
非
常
に
よ
く
で
き
た
作
品
だ
。

-
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
デ
イ
リ
ー
­

ニ
ュ
ー
ス
紙

(
W
-
H
-
m
)

最
高
作
品
だ
と
思
う
。
本
当
だ
。
我
々

を
ひ
き
つ
け
る
も
の
は
作
品
の
本
格
的

で
完
壁
な
、
そ
し
て
細
心
の
注
意
を
払

っ
た
制
作
で
あ
り
、
脚
本
は
完
全
無
欠

で
あ
る
。
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①
《
前
兆
》

1
9
6
8

年
、
フ
ロ
リ
ダ

で
行
な
わ
れ
た
照
虫
類
シ
ョ
ー
で
突

発
事
故
が
発
生
。
死
者

1
名
。
そ
の

と
き
マ
リ
サ
ロ
才
:
:
:
。

②
《
異
変
》

1
9
8
0

年

4
月
刊
日
、

下
水
処
理
場
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た

人
間
の
手
、
足
が
流
れ
つ
く
。
マ
リ

サ
は
隈
虫
類
学
者
と
し
て
成
長
し
た
。

③
《
亀
裂
〉
翌

4
月
日
目
、
下
水
溝
を

捜
査
中
の
警
官
隊
が
消
息
を
絶
つ
。

マ
リ
サ
の
研
究
室
で
不
吉
な
出
来
事

が
続
発
。

④
《
目
撃
V
4

月
引
目
、
新
聞
記
者
が

惨
殺
さ
れ
る
。
残
さ
れ
た
カ
メ
ラ
に

こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
異
形

の
物
体
が
・
:

⑤
《
血
と
死
の
匂
い
》

4
月
幻
目
、
市

警
、
州
軍
隊
に
よ
る
大
掃
討
作
戦
開

始
。
同
じ
頃
、
マ
リ
サ
の
研
究
室
の

実
験
用
動
物
が
騒
ぎ
出
す
。
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⑥
《
死
角
》

4
月
m
U目
、
つ
い
に
恐
怖

は
下
水
溝
か
ら
地
上
へ
。
野
球
に
興

じ
る
少
年
た
ち
を
え
じ
き
に
ー
ー
ー
。

死
者

2

名
。

⑦
《
腐
敗
》
同
日
夜
、
警
備
に
あ
た
る

パ
ト
カ
ー
襲
撃
さ
れ
る
。
警
官

1
名

殉
職
。
独
自
の
調
査
を
す
る
マ
リ
サ
、

下
水
溝
で
意
外
な
事
実
に
遭
遇
。

⑧
《
殺
り
く
》

5
月
2
目
、
家
庭
の
プ

ー
ル
に
潜
み
、
少
年
を
ひ
と
呑
み
す

る
。

⑨
《
真
相
》

5
月
日
目
、
追
撃
す
る
名

ハ
ン
タ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
佐
が
逆
襲

に
会
い
、
惨
殺
さ
れ
る
。
マ
リ
サ
、

つ
い
に
真
相
を
つ
か
む
。

⑩
《
閃
光
》

5
月
初
日
、
運
河
を
捜
査

中
の
ボ

l

ト
が
転
覆
。

S
W
A
T

隊

員
が
両
足
を
喰
い
ち
ぎ
ら
れ
る
。

⑪
《
復
讐
》

5
月
幻
目
、
郊
外
の
パ

l

テ
ィ

l
会
場
に
出
現
。
車
を
叩
き
つ

亘
-
E
E
-
-

ぶ
す
な
ど
血
と
悲
鳴
の
狂
宴
と
化
す
。

死
傷
者
同
名
。
マ
リ
サ
、
闘
い
を
決

意
す
る
。

-
)
《
対
決
》
5
月
初
日
、
想
像
を
絶
す

る
死
闘
、
そ
し
て
、
マ
リ
サ
に
意
外

な
敵
が
:
・
・
。

全
米
で
大
ヒ
ッ
ト

y

記
録
更
新
中
，
・

座
席
数
刷
足
ら
ず
の
プ
リ
ツ
ツ
・
シ

カ
ゴ
・
シ
ア
タ
ー
で
の
特
別
先
行
上
映
が

空
前
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

2

週
間
で

$
8
1

、
3
8
8
(

邦
貨
に
し
て
約

1
、
9
0
0

万
円
)
、2
0
、
3
4
7

人
の
動
員
新
記
録
を

樹
立
。
ニ
れ
は
席
数
し
か
切
符
を
売

ら
な
い
自
由
定
員
制
と
い
う
ア
メ
リ
カ

の
劇
場
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
す
る
と
、
ほ

ぼ
毎
回
満
員
と
い
う
大
盛
況
で
あ
る
。

ニ
の
大
ヒ
ッ
ト
で
日
月

2
週
間
の
限
定

興
行
が
そ
の
ま
ま
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ニ
ュ

ー
・
イ
ヤ

i

・
シ
ー
ズ
ン
公
開
に
突
入
、

つ
い
に
ロ
ン
グ
・
ラ
ン
が
決
定
し
た
。

そ
の
余
勢
を
か
つ
て
、
他
州
で
も
爆
発

的
人
気
と
な
り
、
い
ま
や
文
字
通
り
全

米
で
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

言
書
置
雲
-
重
量
一

い
ま
や
シ
ョ
ッ
ク
映
画
に
は
慣
れ
っ

こ
に
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
も
や
は

り
こ
の
映
画
に
は
ド
胆
を
抜
か
れ
た
。

劇
場
で
は
失
神
者
や
放
心
状
態
に
な
っ

た
観
客
が
続
出
し
た
の
で
あ
る
。
い
っ

ぽ
う
東
部
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
さ
ら
に
妊

産
婦
、
老
人
、
気
の
弱
い
人
な
ど
に
入

,
場
規
制
を
行
い
、
そ
の
被
害
を
防
ぐ
の

に
劇
場
側
も
手
を
や
く
な
ど
大
騒
ぎ
と

な
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、
上
映
中
止

を
断
念
す
る
劇
場
も
出
る
と
い
う
最
悪

の
事
態
も
発
生
し
た
の
だ
。

ア
リ
ゲ

i
タ
l
上
陸

y
E
E
-
-
-

一
室
一
-
-
一

れ会
がに

現司
直.む
ze 恐

だ怖

""

さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
、
火
災
、
公
害
、

そ
し
て
地
震
:
・
。
人
間
の
文
明
が
創
り

あ
げ
た
大
都
市
は
、
い
ま
ま
さ
に
あ
ら

ゆ
る
砂
恐
怖
。
で
我
々
の
生
活
を
脅
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
砂
恐
怖
。
以
外
に
も
、
も
っ
と
も

原
始
的
で
し
か
も
誰
も
気
づ
か
な
か
っ

た
驚
く
べ
き
砂
恐
怖
。
が
潜
ん
で
い
た

の
だ
。
そ
れ
は
決
し
て
仮
空
の
こ
と
で

な
く
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
戦
標
の

「
事
件
」
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
予
告
も
な
く
突
然
や
っ
て

い
る
。
大
都
市
の
地
下
に
、
網
の
自
の

よ
う
に
広
が
る
下
水
溝
。
そ
こ
で
生
き

な
が
ら
え
、
じ
っ
と
え
じ
き
を
待
っ
て

潜
ん
で
い
る
生
き
物
た
ち
:
・
。
だ
が
、

そ
れ
ら
が
い
つ
地
上
に
現
わ
れ
な
い
と

も
限
ら
な
い
の
だ
。

す
で
に

2
年
ほ
ど
前
か
ら
、
新
聞
や

T
V

を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
下
水
溝
を
さ
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
ど
う
し
た
理
由
か
、
ヘ
ビ
数

百
匹
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

が
捕
獲
さ
れ
た
。
し
か
し
|
|
そ
れ
は

ま
だ
、
ほ
ん
の
前
兆
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
映
画
を
見
ご
た
え
あ
る
も
の
に

し
て
い
る
の
は
、
ア
リ
ゲ

l

タ
ー
を
と

り
ま
く
現
状
を
巧
み
に
背
景
に
置
き
、

そ
の
生
態
を
十
二
分
に
描
き
こ
ん
だ
リ

ア
リ
テ
ィ
に
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
に
加

え
、
テ
ン
ポ
の
早
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
タ
ッ
チ
で
ド
ラ
マ
を
運
ん
だ
と
ニ
ろ

に
こ
の
映
画
の
迫
力
と
面
白
さ
が
あ
る
。

息
づ
ま
る
静
か
な
場
面
と
恐
ろ
し
い
動

的
な
場
面
が
対
照
的
で
あ
り
な
が
ら
同

量
の
緊
迫
感
を
生
み
、
画
面
に
く
ぎ
づ

け
。
今
ま
で
に
な
い
全
く
新
し
い
シ
ョ

ッ
ク
を
お
ぼ
え
、
全
身
が
震
え
る
経
験

を
初
め
て
味
わ
っ
た
。
一
見
を
お
す
す

め
す
る
。

〔
高
田
隈
虫
類
研
究
所
・
代
表
〕

吉
岡
田
栄
一
氏
・
談

シ〉の


